
 

  

 

 

 

 

 

 

 

生徒たちは３月に開かれた三つの発表会で、年間を通して行ってきた探究の成果を発表しました。過去の発表

会でいただいたアドバイスをもとに、各班研究に磨きをかけて臨みました。各発表会での生徒の様子を掲載しまし

たので、写真とあわせてご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月８日（土）「福井県合同課題研究発表会」がAOSSA（福井県民ホール等）で開催されました。人文科学コー

ス２年の生徒からは２グループが参加しました。生徒たちは臆することなく、堂々と自分たちが取り組んできた研究

について他県、他校の生徒たちや大学の先生方に向けて発表していました。 

 

 

 

 

【高校生探究成果報告会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１５日（土）「第３回ミライシコウ金沢（高校生探究成果報告会・高校生国際会議）」が金沢大学で開催され

ました。探究成果報告会には、普通科文系２年の生徒からは４グループが参加しました。これまでの探究の成果

を発表し、各分野の専門家の先生方から質問や意見をうかがうことで、各自の探究を更に深める機会としていま

した。また、他の高校の生徒と意見交換を通して、交友関係を広げました。 
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【高校生国際会議】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生国際会議には、人文科学コース２年の生徒からは２名が参加しました。講義・ワークショップの全日程が

英語を用いて行われました。午前に講師の先生（国連大学、金沢大学）による気候変動に関する講義を聞き、午

後からの国連大学の講師の先生によるワークショップでは、他校の生徒とグループになり、気候変動について自

分たちにできることを話し合いました。 

 

 

 

 

３月１６日（日）サイエンスヒルズこまつにおいて「第２回究める課題研究発表会 in KOMATSU」を開催しました

。ポスター発表会には小松高校だけでなく、県内外の高校から多数の生徒に参加していただき、学校の枠を超え

た交流が行われました。互いの探究の成果を認め合い、深め合う生徒たちの姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月のJゼミ開講以来、熱心に探究活動に励む皆さんを見守ってきました。今を生きる高校生の目線で、「夢」と

「現実」の落差から様々な問題意識を持ち、こだわりを持って研究を続けてきました。考え、調べ、互いに意見を交

わし、時にはぶつかり合いながらも新たな切り口を見つけて、また思考するという経験を積んできました。この経験

や成果は来年度の大学入試に活かされるだけでなく、大学での研究活動や社会人になってから答えがない課題

に直面したときにも必ず生きてくると信じています。ひとまず、皆さん本当にお疲れさまでした！！ 


